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Ⅰ

昭
和
一
二
年
七
月
七
日
の
盧
溝
橋
事
件
を
端
緒
と
す
る
日
中
戦
争
は
、
文
学
場
に

も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
の
一
つ
は
、
文
学
者
の
社
会
的
役
割
・
存
在

意
義
に
関
す
る
議
論
／
実
践
だ
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
文
学
者
の
従
軍

や
そ
の
体
験
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
報ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ

告
文
学
／
戦
争
文
学
の
執
筆
・
発
表
、
さ
ら
に

は
そ
れ
ら
に
関
わ
る
同
時
代
受
容
の
地
平

－

モ
ー
ド
の
再
編
成
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
文
学
者
の
動
向
に
つ
い
て
は
、《
七
月
十
一
日
の
華
北
出
兵
声
明
当

日
、
近
衛
首
相
は
ま
ず
新
聞
通
信
各
社
代
表
と
懇
談
し
て
協
力
を
求
め
、
十
三
日
に

は
中
央
公
論
社
、
改
造
社
、
日
本
評
論
社
、
文
芸
春
秋
社
の
代
表
を
招
き
、
雑
誌
社

に
も
協
力
を
要
請
し
て
い
た
》
と
し
て
都
築
久
義
が
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
そ
れ
に
応
え
る
べ
く
、
雑
誌
社
が
文
学
者
の
現
地
派
遣
を
計
画
し
て

い
る
矢
先
、『
東
京
日
日
新
聞
』
は
八
月
三
日
の
新
聞
に
、「
本
社
事
変
報
道
陣

に
異
彩
（
横
組
み
白
抜
き
）、
大
衆
文
壇
の
巨
匠
／
吉
川
英
治
氏
特
派
／
昨
夕
飛

行
機
で
天
津
到
着
」
の
五
段
抜
き
の
社
告
を
出
し
て
、
人
び
と
を
驚
か
せ
た
。

八
月
五
日
に
は
、
は
や
く
も
彼
の
「
天
津
に
て
」
の
第
一
報
が
紙
面
を
飾
っ
た
。

吉
川
は
二
十
四
日
に
帰
国
し
た
が
、
同
紙
は
続
い
て
木
村
毅
を
上
海
に
特
派
し

た
。
彼
は
海
路
で
二
十
一
日
に
上
海
に
着
き
、
二
十
四
日
に
第
一
報
を
載
せ
、

九
月
五
日
に
帰
っ
た
。
／
雑
誌
の
方
で
先
陣
を
切
っ
た
の
は
吉
屋
信
子
で
あ
る
。

彼
女
は
「
主
婦
之
友
皇
軍
慰
問
特
派
員
」
と
し
て
、
八
月
二
十
五
日
、
天
津
に

向
け
て
羽
田
を
飛
び
た
っ
た
。
九
月
三
日
に
帰
京
す
る
と
、
二
十
二
日
に
ま
た
、

長
崎
か
ら
上
海
へ
行
っ
た
。
彼
女
は
、『
主
婦
之
友
』
十
月
号
に
「
戦
禍
の
北
支

現
地
を
行
く
」、
十
一
月
号
に
「
戦
火
の
上
海
決
死
行
」
を
書
い
て
い
る
。
／

『
中
央
公
論
』
か
ら
特
派
さ
れ
た
林
房
雄
は
、
八
月
二
十
九
日
に
上
海
入
り
し
、

尾
崎
士
郎
は
八
月
三
十
一
日
、
佐
藤
観
次
郎
と
一
緒
に
東
京
駅
を
出
発
し
て
華

北
へ
向
か
っ
た
。『
日
本
評
論
』
か
ら
は
榊
山
潤
が
上
海
に
九
月
初
め
に
赴
い
て

い
る
。
か
く
し
て
十
月
号
『
中
央
公
論
』
に
は
、「
現
地
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
」
と

付
さ
れ
て
、
尾
崎
士
郎
の
「
悲
風
千
里
」
と
林
房
雄
の
「
上
海
戦
線
」
が
、『
日

本
評
論
』
に
榊
山
潤
の
「
砲
火
の
上
海
を
行
く
」
が
載
っ
た（
１
）。

本
稿
は
、
右
に
あ
げ
ら
れ
た
文
学
者
の
う
ち
、
大
衆
文
学
の
第
一
人
者
と
目
さ
れ

て
い
た
吉
川
英
治
と
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
注
目
す
る
。
ま
ず
は
、
都
築
も
言
及
し

て
い
た
「
本
社
事
変
報
道
陣
に
異
彩
／
大
衆
文
壇
の
巨
匠
／
吉
川
英
治
氏
特
派
／
昨

夕
飛
行
機
で
天
津
到
着
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
一
二
・
八
・
三
）
を
引
い
て
お
く
。

日
本
全
国
民
の
眼
は
今
や
北
支
事
変
の
報
道
に
集
中
し
一
報
毎
に
愛
国
の
血
を

沸
き
た
ぎ
ら
せ
て
ゐ
る
、
本
社
が
す
で
に
三
次
に
亘
り
多
数
の
記
者
、
写
真
部

員
、
ニ
ユ
ー
ス
映
画
班
を
現
地
に
特
派
し
、
遺
憾
な
き
報
道
陣
を
布
い
て
ゐ
る

こ
と
は
読
者
諸
氏
の
知
ら
る
ゝ
通
り
で
あ
る
が
、
今
回
さ
ら
に
本
社
は
報
道
陣

の
完
璧
を
期
し
事
変
報
道
に
精
彩
を
添
ふ
る
た
め
、
わ
が
大
衆
文
壇
の
巨
匠
吉

川
英
治
氏
を
現
地
に
特
派
す
る
こ
と
に
決
し
、
氏
は
二
日
夕
刻
飛
行
機
で
凄
壮

の
気
漲
る
天
津
に
到
著
し
た
、
氏
は
か
ね
て
剣
の
神
髄
を
把
握
せ
る
人
、
そ
の

日
中
開
戦
後
の
吉
川
英
治

─
─ 『
東
京
日
日
新
聞
』・「
迷
彩
列
車
」
を
中
心
に

松

本

和

也
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熱
血
迸
る
筆
と
、
鋭
敏
な
る
観
察
と
に
よ
つ
て
書
き
綴
ら
れ
る
現
地
の
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ユ
は
近
く
本
紙
上
を
飾
る
べ
く
、
必
ず
や
読
者
諸
氏
の
御
期
待
に
副
ふ

も
の
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
。（
二
面
／
ゴ
シ
ッ
ク
原
文
、
以
下
同
）

こ
の
吉
川
の
従
軍
は
、《
吉
川
英
治
氏
が
従
軍
し
た
の
は
流
石
だ
》
と
い
う
「
文
士

と
従
軍
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
一
二
・
八
・
一
〇
）
の
村
松
梢
風
に
よ
っ
て
、《
小

説
を
書
い
て
ゐ
さ
へ
し
た
ら
誰
か
ら
も
苦
情
の
来
な
い
吉
川
氏
が
敢
然
と
し
て
従
軍

し
た
意
気
や
壮
》
だ
と
称
賛
さ
れ
る
。
さ
ら
に
村
松
は
、《
人
類
の
体
験
の
中
で
、
戦

争
ほ
ど
大
き
な
深
刻
な
も
の
は
な
い
。
文
学
者
が
従
軍
す
れ
ば
、
万
巻
の
書
を
読
む

に
も
勝
る
収
穫
が
あ
る
だ
ら
う
》（
八
面
）
と
付
言
し
て
い
る
。
つ
ま
り
は
、
日
中
開

戦
後
に
お
け
る
文
学
者
の
役
割
（
の
一
つ
）
と
し
て
従
軍
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
吉

川
は
そ
の
先
駆
的
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

吉
川
の
従
軍
旅
程
は
、
昭
和
一
二
年
八
月
三
日
～
二
六
日
だ
が
、
前
後
の
事
情
に

つ
い
て
は
、
年
譜
「
昭
和
十
二
年
（1937

）
四
十
五
歳
」
の
項
を
引
い
て
お
く
。

	

七
月
、
毎
日
新
聞
社
特
派
員
と
し
て
、
天
津
、
北
京
に
行
く
約
を
ひ
き
う
け

る
。
出
発
、
即
日
の
急
な
り
。
／
そ
れ
よ
り
前
に
、
家
庭
争
議
継
続
中
に
て
、

前
夜
来
、
妻
及
び
縁
類
の
者
、
膝
づ
め
に
て
離
婚
条
件
を
提
出
、
早
朝
、
羽
田

よ
り
空
路
出
発
を
前
に
し
て
一
睡
だ
に
眠
ら
ず
。
面
倒
事
、
一
切
先
方
ま
か
せ

と
し
て
立
つ
。
／「
天
津
だ
よ
り
」「
北
京
か
ら
」
等
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
托

送
、
一
ヵ
月
余
に
て
帰
国
、
旅
中
離
婚
成
立
の
報
を
受
く
。
／
「
迷
彩
列
車
」

を
毎
日
紙
上
に
寄
せ
る
。
同
年
末
、
妻
文
子
と
同
棲（
２
）。

右
に
み
ら
れ
る
「
迷
彩
列
車
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
一
二
・
九
・
二
一
夕
～
一

二
・
八
夕
〔
全
六
八
回
〕）
こ
そ
、
こ
の
特
派
の
最
も
ま
と
ま
っ
た
文
学
的
成
果
で
あ

る
。
た
だ
し
、
尾
崎
秀
樹
の
評
伝
に
お
い
て
は
、《
英
治
は
や
す
と
の
問
題
も
あ
っ

て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
面
で
は
身
動
き
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
盧
溝
橋
事
件
後
の
状

況
を
自
分
の
眼
で
た
し
か
め
て
み
た
い
と
い
っ
た
関
心
が
つ
よ
く
、
そ
れ
に
こ
の
際

日
本
を
留
守
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
家
庭
的
な
も
つ
れ
を
一
気
に
清
算
し
た
い
気
持

ち
も
あ
っ
た（
３
）》

の
だ
と
、
公
私
に
わ
た
る
従
軍
の
動
機
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
聞
社
が
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
が
吉
川
で
あ
り
、
家
庭
の
事

情
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
文
学
者
と
し
て
北
支
特
派
の
一
番
手
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、

そ
れ
に
伴
っ
て
、「
迷
彩
列
車
」
な
ど
戦
場
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
報ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ

告
文
学
が
い
ち
早

く
発
表
さ
れ
て
も
い
っ
た
。
本
稿
で
吉
川
に
注
目
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

Ⅱ

本
節
で
は
、
日
中
開
戦
以
後
の
（
広
義
の
）
戦
争
文
学
を
め
ぐ
る
言
説
を
『
東
京

日
日
新
聞
』
を
中
心
に
参
照
し
つ
つ
、
吉
川
英
治
の
言
動
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

年
末
か
ら
振
り
返
る
昭
和
一
二
年
下
半
期
の
文
学
場
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
上
林

暁
「
一
九
三
七
年
の
小
説
界
」（『
作
品
』
昭
一
三
・
一
）
が
示
唆
的
で
あ
る
。

	

支
那
事
変
に
つ
い
て
何
か
感
想
を
述
べ
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
文
学
に
つ
い
て

一
言
し
な
く
て
は
、
一
九
三
七
年
の
小
説
界
を
締
め
く
く
る
上
に
恰
好
が
つ
か

な
い
く
ら
ゐ
、
今
年
の
下
半
期
は
そ
の
話
で
持
ち
き
り
だ
つ
た
。
事
変
発
生
以

来
、
多
く
の
作
家
が
、
戦
争
に
つ
い
て
、
戦
争
と
文
学
に
つ
い
て
、
色
々
の
こ

と
を
語
つ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
ら
は
言
説
と
い
ふ
よ
り
も
当
て
の
な
い
叫
び
の
や

う
に
、
現
実
の
事
態
の
な
か
に
揉
み
消
さ
れ
て
行
つ
た
や
う
な
気
が
す
る
。
そ

れ
ほ
ど
現
実
の
事
態
の
方
が
我
々
に
迫
つ
て
来
る
の
だ
。（
一
〇
五

－

一
〇
六
頁
）

《
日
支
事
変
が
発
生
す
る
や
、
新
聞
雑
誌
関
係
の
諸
君
が
多
数
出
か
け
た
。
元
よ
り

当
然
の
こ
と
で
あ
る
》
と
い
う
「
廻
転
扉　

事
変
と
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
文
学
」（『
東

京
日
日
新
聞
』
昭
一
二
・
九
・
五
夕
）の
新
居
格
は
、
次
の
よ
う
に
吉
川
に
言
及
す
る
。

	

文
壇
人
で
は
吉
川
英
治
、
木
村
毅
の
二
人
が
出
か
け
た
。
こ
れ
ら
は
一
面
新

聞
関
係
で
も
あ
る
。
林
房
雄
が
雑
誌
社
か
ら
行
き
、
尾
崎
士
郎
も
行
く
と
か
の

噂
が
あ
る
。
戦
争
だ
ら
う
が
、
何
だ
ら
う
が
、
文
士
と
し
て
は
ド
シ
〳
〵
触
れ

る
が
い
ゝ
。（
四
面
）

こ
こ
で
新
居
は
文
学
者
の
戦
争
へ
の
積
極
的
な
関
与
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
そ
れ
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は
体
験
の
重
視
、
裏
返
せ
ば
体
験
も
せ
ず
戦
争
に
言
及
す
る
こ
と
へ
の
批
判
で
も
あ

る
。
と
は
い
え
、
い
つ
・
ど
の
よ
う
に
戦
争
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
書
く
か
は
、
戦
時

下
の
文
学
者
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
問
題

－

選
択
で
あ
る（
４
）。

と
い
う
の
も
、
実

作
に
先
ん
じ
て
発
表
さ
れ
て
い
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
報
道
や
際
物
小
説
を
横
目
に
み

な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
相
対
化
し
差
別
化
し
て
い
く
言
表
が
、
こ
の
時
期
盛
ん
に
産
出

さ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
。
一
例
と
し
て
、
青
野
季
吉
「
文
芸
時
評
【
一
】〝
新
し
い
〟

文
学
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
一
二
・
一
〇
・
二
）
を
引
い
て
お
く
。

気
早
く
も
戦
争
文
学
に
つ
い
て
、
い
ろ
〳
〵
論
じ
ら
れ
た
り
し
て
ゐ
る
が
、
さ

う
い
ふ
眼
先
の
賃
仕
事
は
通
俗
文
学
者
に
委
し
て
お
い
て
沢
山
で
あ
る
。
こ
の

戦
争
が
文
学
に
「
成
る
」
か
な
ら
ぬ
か
は
、
そ
れ
に
よ
つ
て
文
学
者
が
自
己
を

鍛
へ
上
げ
、
ま
た
は
、
鍛
へ
直
し
う
る
や
否
や
に
か
ゝ
つ
て
ゐ
る
。
問
題
は
戦

争
文
学
で
は
な
く
、
た
ゞ
の
文
学
で
あ
り
「
新
し
い
」
文
学
で
あ
る
。（
二
面
）

こ
こ
で
は
、
通
俗
文
学
者
と
文
学
者
が
、
書
き
手
・
書
か
れ
た
作
品
の
優
／
劣
を

伴
っ
て
峻
別
さ
れ
、
前
者
に
は
戦
争
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
速
報
的
な
《
賃
仕
事
》
が
、

後
者
に
は
戦
争
を
通
じ
た
自
己
鍛
錬
を
経
た
上
で
の
《「
新
し
い
」
文
学
》
が
、
そ
れ

ぞ
れ
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
変
奏
す
れ
ば
、
戦
争
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
を
、

通
俗
文
学
者
は
短
期
間
で
、
文
学
者
は
十
分
な
時
間
を
か
け
て
発
表
す
べ
き
だ
と
い

う
言
明
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
分
割
線

－

評
価
軸
は
、
日
中
開
戦
後
か
な
り
早
い
段

階
で
整
序
さ
れ
て
い
っ
た
と
み
て
よ
い
。《
十
一
月
号
あ
た
り
か
ら
通
俗
大
衆
雑
誌
に

は
、
俄
然
「
戦
争
小
説
」
が
多
く
な
つ
た
》
と
い
う
「
戦
時
作
家
群
像　

続
き
」（『
日

本
読
書
新
聞
』
昭
一
二
・
一
〇
・
二
五
）
の
大
宅
壮
一
は
、《
通
俗
作
家
が
、
新
し
い

戦
時
作
家
と
し
て
、
各
大
衆
娯
楽
に
ど
し
〳
〵
動
員
さ
れ
て
ゐ
る
》
様
相
に
ふ
れ
、

《
ど
れ
も
こ
れ
も
ス
パ
イ
と
ダ
ン
サ
ー
と
飛
行
機
の
組
合
せ
で
、
彼
等
の
際
物
師
的
手

腕
と
心
臓
コ
ン
ク
ー
ル
を
見
る
や
う
な
興
味
を
そ
そ
る
だ
け
》
だ
と
切
り
捨
て
る
。

《
一
方
、
純
文
学
側
か
ら
、
そ
の
後
戦
争
を
題
材
に
し
た
作
品
を
求
め
れ
ば
、
ま
づ
小

田
嶽
夫
の
「
泥
河
」（
改
造
十
月
号
）
く
ら
ゐ
》
だ
と
い
う
大
宅
は
、
同
作
に
つ
い
て

《
た
だ
こ
の
前
の
上
海
事
変
を
バ
ツ
ク
に
つ
か
つ
て
ゐ
る
だ
け
で
、
戦
争
そ
の
も
の
が

主
題
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
》
と
し
な
が
ら
も
、《
通
俗
作
家
の
「
戦
争
小
説
」

に
見
ら
れ
な
い
生
地
の
細
か
さ
が
あ
り
、
戦
争
描
写
の
筆
も
冴
え
て
ゐ
る
》
と
、
純

文
学
作
家
の
作
品
ゆ
え
に
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
く（
５
）。

ま
た
、《
新
聞
雑
誌
の
特
派
員
と
し
て
文
壇
か
ら
戦
地
に
派
遣
さ
れ
た
人
た
ち
も
、

僕
の
い
は
ゆ
る
「
戦
時
作
家
」
の
中
に
加
へ
て
い
ゝ
だ
ら
う
》
と
す
る
大
宅
は
、《
吉

川
英
治
、
木
村
毅
の
二
人
は
通
俗
作
家
で
あ
り
、
尾
崎
士
郎
、
林
房
雄
、
榊
山
潤
の

三
人
は
純
文
芸
畑
の
人
》
だ
と
峻
別
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
論
評
し
て
い
る
。

	

吉
川
の
通
信
は
期
待
ほ
ど
で
は
な
か
つ
た
が
、
彼
の
「
大
衆
的
」
な
感
覚
と

「
大
衆
的
」
な
純
情
と
が
、
こ
れ
に
よ
つ
て
ま
す
〳
〵
裏
書
き
さ
れ
た
。
／
但
し

目
下
東
日
に
連
載
中
の
「
迷
彩
列
車
」
は
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ルマ
マ

的
現
実
感
と
、
小

説
的
作
為
の
区
別
が
つ
な
く
て
、
読
者
は
頭
を
い
た
づ
ら
に
混
乱
さ
せ
る
き
ら

ひ
が
あ
る
。（
九
面
）

前
段
で
は
、
吉
川
の
現
地
通
信
が
一
定
の
評
価
に
値
す
る
こ
と
、
後
段
で
は
、「
迷

彩
列
車
」
の
ジ
ャ
ン
ル
的
位
置
づ
け
／
読
み
方
へ
の
戸
惑
い
が
示
さ
れ
て
い
る
。

議
論
を
戻
せ
ば
、「
文
芸
時
評
【
一
】
鼻
持
な
ら
ぬ
際
物
小
説
氾
濫
」（『
東
京
日
日

新
聞
』
昭
一
二
・
一
一
・
五
）
の
中
村
武
羅
夫
も
、
純
文
学
（
作
家
）
／
大
衆
文
学

（
作
家
）
を
峻
別
し
な
が
ら
、
日
中
開
戦
後
の
文
学
場
を
次
の
よ
う
に
描
く
。

	

文
学
者
の
現
地
報
告
な
ど
と
と
も
に
一
部
の
大
衆
作
家
た
ち
が
、
今
度
の
事

変
を
題
材
に
し
て
、
際
物
小
説
を
発
表
し
て
ゐ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
娯
楽

雑
誌
や
、
婦
人
雑
誌
な
ど
の
注
文
に
応
じ
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
銃
後
の
事
件

を
取
扱
つ
て
ゐ
る
も
の
に
は
、
そ
の
作
家
と
し
て
の
持
味
が
あ
つ
て
も
、
そ
れ

こ
そ
経
験
も
な
い
戦
争
そ
の
も
の
や
、
飛
行
機
と
か
、
空
襲
な
ど
を
取
扱
つ
た

も
の
に
は
、
ど
う
に
も
鼻
持
ち
が
な
ら
な
い
や
う
な
も
の
が
多
い
。
が
、
こ
れ

も
仕
事
で
あ
ら
う
。
／
も
ち
ろ
ん
、
文
芸
時
評
の
対
照マ
マ

と
す
べ
き
文
芸
界
は
、

ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
他
の
方
面
が
、
生
ま
〳
〵
し
い
戦
争
色
で
充
満
し
て
ゐ
る
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の
に
比
べ
て
、
極
め
て
平
静
で
あ
る
。
こ
れ
は
わ
れ
〳
〵
を
失
望
さ
せ
る
よ
り

も
、
か
へ
つ
て
心
丈
夫
な
感
を
抱
か
し
め
る
の
で
あ
る
。（
二
面
）

こ
こ
で
も
、
戦
争
体
験
を
重
視
す
る
と
い
う
大
前
提
の
上
に
、
大
衆
文
学
（
作
家
）

／
純
文
学
（
作
家
）
が
峻
別
さ
れ
、
そ
こ
に
、
戦
争
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
作
品
化
す

る
ま
で
の
時
間
の
長
／
短
が
、
優
／
劣
を
伴
っ
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
内
部
闘
争
は
そ
れ
と
し
て
、
文
学
者
の
社
会
的
意
義

－

有

用
性
は
文
学
者
一
般
に
問
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
た
め
の
可パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

視
化
さ
れ
た
言
動
が
要

請
さ
れ
て
い
っ
た
。
水
谷
準
が
「
廻
転
扉　

従
軍
文
化
隊
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
昭

一
二
・
一
一
・
二
一
）
で
次
の
よ
う
に
言
表
す
る
の
も
、
そ
れ
ゆ
え
で
あ
る
。

	

◇
こ
の
際
、
ペ
ン
に
自
信
の
あ
る
作
家
は
、
単
に
「
勇
ま
し
小
説
」
だ
け
で

満
足
し
な
い
で
、
ど
う
し
て
我
々
が
東
亜
で
戦
争
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

を
、
は
つ
き
り
と
世
界
に
知
ら
し
め
る
や
う
な
大
作
を
見
せ
て
貰
ひ
た
い
も
の

だ
。
／
◇
吉
川
英
治
氏
が
、
戦
争
従
軍
文
化
隊
を
提
唱
し
て
ゐ
ら
れ
る
ら
し
い

が
、
単
純
な
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
文
学
に
と
ゞ
ま
ら
ず
に
、
真
の
民
族
精
神
を
抉

つ
た
『
大
地
』〔
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
作
〕
以
上
の
作
を
ど
し
〳
〵
生
ん
で
行
く
運

動
を
実
現
し
て
貰
ひ
た
い
も
の
で
あ
る
。（
二
面
）

こ
こ
で
も
、
吉
川
は
特
筆
さ
れ
る
文
学
者
で
あ
り
、
そ
の
知
名
度
と
行
動
力
は
、

大
衆
文
学
者
の
域
／
評
価
に
と
ど
ま
ら
な
い
存
在
感
を
示
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

以
下
、
日
中
開
戦
後
に
吉
川
が
従
軍
体
験
を
は
じ
め
と
し
て
戦
争
を
モ
チ
ー
フ
と

し
て
書
い
た
昭
和
一
二
年
の
テ
ク
ス
ト
を
、
管
見
の
限
り
で
展
望
し
て
み
た
い
。
あ

ら
か
じ
め
、
Ａ
『
東
京
日
日
新
聞
』
へ
の
寄
稿
、
Ｂ
他
紙
誌
へ
の
現
地
報
告
、
Ｃ
創

作
、
の
三
つ
に
大
別
し
て
素
描
し
て
い
く
。
Ａ
と
し
て
は
、「
天
津
に
て
（
第
一
報
～

第
六
報
）」（『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
一
二
・
八
・
五
、
九
、
一
〇
夕
、
一
一
夕
、
一

三
、
一
九
）
と
「
南
口
戦
従
軍
記
（
第
一
報
～
第
三
報
）」（『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
一

二
・
八
・
一
四
、
二
一
夕
、
二
一
）
が
矢
継
ぎ
早
に
紙
面
を
飾
る
。
Ｂ
と
し
て
は
、

「
戦
禍
の
北
支
雑
感
」（『
改
造
』
昭
一
二
・
九
）、「
爆
撃
落
想
」（『
経
済
マ
ガ
ジ
ン
』

昭
一
二
・
一
〇
）
の
他
、
啓
蒙
的
な
も
の
と
し
て
「
支
那
見
聞
記　

夏
去
れ
ば
―

少
年
少
女
諸
君
に
の
ぞ
む
―
」（『
小
学
五
年
生
臨
時
増
刊
号
（
支
那
事
変
陸
海
空

大
激
戦
号
）』
昭
一
二
・
九
）
な
ど
も
書
か
れ
た
。
ま
た
、
吉
川
の
後
に
東
京
日
日
新

聞
特
派
員
と
し
て
北
支
に
発
っ
た
木
村
毅
と
の
対
談
「
吉
川
英
治
・
木
村
毅
対
談
会　

北
支
・
上
海
の
戦
を
観
る
」（『
日
の
出
』
昭
一
二
・
一
一
）
も
出
た（
６
）。
こ
れ
ら
の
多

く
は
、
吉
川
英
治
『
随
筆　

窓
辺
雑
草
』（
育
生
社
、
昭
一
二
）
に
収
め
ら
れ
る
ば
か

り
で
な
く
、
直
接
的
・
間
接
的
に
「
迷
彩
列
車
」
の
素
材
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い

く
。
Ｃ
で
は
、「
迷
彩
列
車
」
の
他
、「
日
出
づ
る
大
陸
」（『
婦
人
倶
楽
部
』
昭
一
二
・

一
二
）
が
あ
り
、
末
尾
に
は
次
の
一
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

	

支
那
事
変
起
る
や
、
急
遽
飛
行
機
に
搭
乗
し
戦
火
の
巷
に
飛
び
、
文
壇
人
と

し
て
最
も
早
く
従
軍
し
た
吉
川
先
生
が
、
特
別
苦
心
し
て
得
ら
れ
た
貴
重
な
材

料
に
よ
つ
て
描
き
出
さ
れ
た
大
長
篇
読
切
小
説
『
日
出
づ
る
大
陸
』
は
、
今
回

の
事
変
に
よ
る
文
学
と
し
て
恐
ら
く
最
初
の
も
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
。

皆
様
切
に
御
吹
聴
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。（
一
一
九
頁
）

た
だ
し
、《
事
変
に
よ
る
文
学
》
を
広
く
と
れ
ば
、
九
月
に
連
載
開
始
の
「
迷
彩
列

車
」
が
先
ん
じ
て
お
り
、
こ
の
早
さ
は
文
学
場
に
お
い
て
も
類
例
を
み
な
い
。
し
て

み
れ
ば
、
問
題
は
「
迷
彩
列
車
」
の
ジ
ャ
ン
ル
（
書
き
手
の
意
識

－

言
語
表
現

－

受

容
の
仕
方
）
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
（
べ
き
）
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に

も
言
及
の
あ
る
連
載
予
告
「
北
支
戦
話　

迷
彩
列
車
／
吉
川
英
治
作
／
川
端
龍
子
画
」

（『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
一
二
・
九
・
一
七
）
を
、
次
に
引
い
て
お
こ
う
。

本
社
特
派
員
と
し
て
戦
塵
渦
巻
く
北
支
の
現
地
を
挺
身
馳
駆
し
て
来
た
わ
が
大

衆
文
壇
の
第
一
人
者
吉
川
英
治
氏
の
新
作
品
「
迷
彩
列
車
」
が
近
く
本
紙
夕
刊

に
精
彩
を
放
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
作
者
の
言
葉
に
あ
る
如
く
、
こ
れ
は
俄

造
り
の
低
調
な
戦
争
物
語
で
も
な
く
、
い
は
ゆ
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
文
学
で
も

な
い
。
全
然
新
形
式
の
文
学
を
創
造
せ
ん
と
す
る
も
の
で
、
吉
川
流
大
陸
文
学

の
発
展
或
は
最
近
提
唱
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
国
民
文
学
の
先
駆
的
光
明
を
見
る
こ
と
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が
出
来
る
で
せ
う
。
氏
が
現
地
に
お
け
る
貴
き
体
験
と
精
緻
鋭
敏
な
る
観
察
を

傾
け
尽
し
て
描
き
出
す
人
間
の
姿
は
、
読
者
諸
氏
の
血
を
沸
き
立
た
せ
る
に
相

違
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
配
す
る
挿
画
の
執
筆
に
川
端
龍
子
画
伯
の
快
諾
を
得

た
こ
と
は
本
社
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
（
二
面
／
全
文
）

併
せ
て
付
さ
れ
た
、
吉
川
英
治
「
作
者
の
言
葉
」
も
引
い
て
お
く
。

	

血
ほ
ど
聖
な
る
も
の
は
な
い
。
血
よ
り
真
実
な
も
の
が
ど
こ
に
あ
ら
う
。
今

日
本
は
血
を
も
つ
て
、
民
族
的
な
聖
業
に
の
ぞ
ん
で
ゐ
る
。
そ
の
意
義
と
重
大

性
を
思
ふ
な
ら
ば
、
所
詮
、
一
夜
漬
の
戦
争
小
説
な
ど
、
ど
う
し
て
書
け
よ
う
。

こ
れ
は
、
戦
争
小
説
で
は
な
い
、
ま
た
い
は
ゆ
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
で
あ
ら
う

と
も
思
は
な
い
。
わ
た
し
は
た
ゞ
、
今
夏
約
一
ケ
月
の
あ
ひ
だ
、
北
支
の
戦
線

を
さ
ま
よ
つ
て
、
い
さ
ゝ
か
身
に
知
つ
た
―
身
にマ
マ

ぢ
か
に
知
つ
た
体
験
を
基

礎
と
し
て
、
随
想
随
感
の
ま
ゝ
を
、
無
形
式
に
書
い
て
ゆ
か
う
と
思
ふ
。
元
よ

り
何
の
テ
ー
マ
も
持
た
な
い
が
、
北
支
で
見
知
つ
た
一
日
本
女
性
が
、
千
人
針

の
縫
ひ
目
の
や
う
に
終
り
ま
で
時
々
見
え
隠
れ
し
て
話
題
に
な
る
で
あ
ら
う
か

ら
そ
の
女
性
を
中
心
に
見
れ
ば
或
ひ
は
ひ
と
つ
の
ス
ト
ー
リ
イ
が
自
然
に
こ
の

一
篇
を
つ
な
い
で
ゐ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
私
が
読
者
へ
伝
へ
た
い
も
の

は
や
は
り
戦
線
に
あ
る
同
胞
の
生
活
で
あ
る
、
血
の
中
に
あ
る
居
留
民
の
す
が

た
で
あ
る
、
そ
し
て
、
幾
度
も
く
り
返
さ
れ
る
支
那
と
は
何
ぞ
や
？
の
支
那
そ

の
も
の
へ
、
人
間
的
に
迫
つ
て
も
描
い
て
み
た
い
。
／
要
す
る
に
日
本
の
文
学

も
今
、
小
さ
い
殻
を
ぬ
い
で
、
大
陸
へ
あ
が
ら
う
と
し
て
ゐ
る
の
だ
。
技
巧
や

形
式
に
も
今
は
か
ま
つ
て
ゐ
ら
れ
な
い
、
上
陸
先
頭
の
小
篇
と
し
て
、
わ
た
し

は
ま
づ
書
い
て
ゆ
く
。
そ
し
て
目
標
は
、
こ
の
戦
争
の
―
日
本
の
血
を
も
つ

て
な
し
つ
ゝ
あ
る
、
聖
業
を
、
そ
の
意
義
を
、
そ
の
ゆ
く
て
の
文
化
的
な
流
れ

を
―
弾
丸
の
あ
ひ
だ
に
、
展
望
し
よ
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
。（
二
面
／
全
文
）

両
者
が
共
通
し
て
強
調
す
る
の
は
、
以
後
連
載
さ
れ
る
「
迷
彩
列
車
」
が
、
戦
争

文
学
で
も
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
も
な
い
、
従
軍
体
験
に
即
し
た
何
か
し
ら
新
し
い
テ

ク
ス
ト
だ
と
い
う
一
事
で
あ
る
。
次
節
で
は
、「
迷
彩
列
車
」
を
検
討
し
て
い
く
。

Ⅲ

吉
川
英
治
「
北
支
戦
話　

迷
彩
列
車
」
は
、《
野
見
菊
子
（
仮
名
）
と
い
う
日
本
人

女
性
を
、
大
毎
・
東
日
天
津
支
部
の
特
派
員
で
飛
行
機
で
天
津
に
来
た
「
私
」
が
見

か
け
る
場
面
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る（
７
）》
が
、
こ
れ
は
後
（
13
、
一
〇
・
五
夕
／
連
載

回
数
と
掲
載
月
日
を
略
記
す
る
、
な
お
掲
載
は
す
べ
て
二
面
、
以
下
同
）
の
伏
線
で
、

当
初
は
、
作
中
で
芦
川
と
呼
ば
れ
る
「
私
」
を
め
ぐ
る
状
況
か
ら
語
り
起
こ
さ
れ
て

い
く
。
あ
ら
か
じ
め
全
体
を
俯
瞰
し
て
お
け
ば
、「
迷
彩
列
車
」
で
は
、
東
京
か
ら
天

津
に
派
遣
さ
れ
た
文
学
者
の
「
私
」
が
、
南
口
の
戦
場
か
ら
天
津
に
戻
ろ
う
と
す
る

ま
で
が
書
か
れ
、
こ
れ
が
時
空
間
の
外
延
を
な
す
。
そ
の
中
に
、（「
私
」
は
直
接
体

験
し
て
い
な
い
）
野
見
菊
子
か
ら
聞
い
た
中
国
体
験
が
包
み
こ
ま
れ
、「
迷
彩
列
車
」

は
入
れ
子
構
造
を
採
る
。
も
と
よ
り
、
野
見
以
外
の
軍
関
係
者
・
報
道
関
係
者
か
ら

の
伝
聞
も
、
サ
イ
ズ
を
異
に
し
な
が
ら
同
様
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
。

テ
ク
ス
ト
総
体
の
設
定
に
戻
れ
ば
、
昨
日
ま
で
東
京
の
書
斎
で
「
地
球
面
の
大
き

な
う
ご
き
と
は
、
ひ
ど
く
隔
離
の
あ
る
書
斎
の
中
に
明
け
暮
れ
し
て
ゐ
た
人
間
」
で

あ
る
「
私
」
は
、「
新
聞
社
の
意
図
」
に
よ
っ
て
「
事
変
の
現
地
へ
攫
は
れ
て
来
て
し

ま
つ
た
」（
１
、
九
・
二
一
夕
）。
そ
の
「
私
」
は
、
大
毎
・
東
日
天
津
支
局
を
拠
点

に
、
現
地
で
事
変
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
耳
に
し
、
あ
る
い
は
戦
跡
や
戦
場
を
み

て
ま
わ
る
が
、
三
日
目
に
は
あ
る
思
索

0

0

0

0

に
至
る
。「
横
光
利
一
氏
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰

つ
て
来
て
後
、
林
房
雄
氏
な
ど
と
酒
を
の
ん
で
ゐ
た
席
」
で
の
こ
と
に
ふ
れ
つ
つ
、

著
名
な
文
学
者
の
名
前
を
出
し
て
テ
ク
ス
ト
に
事
実
性
を
担
保
し
な
が
ら
、「
私
」
は

「
日
本
の
中
で
議
論
し
て
ゐ
た
つ
て
埒
は
あ
か
ん
で
す
よ
。
議
論
す
る
な
ら
国
境
へ
行

つ
て
、
国
境
に
立
つ
て
話
し
て
み
ん
こ
と
に
は
で
す
な
」
と
い
う
横
光
利
一
の
発
言

を
思
い
出
し
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
次
の
見
解
を
示
し
て
い
く
。

も
し
、
近
衛
首
相
が
、
北
平
や
通
州
で
一
居
留
民
の
生
活
を
し
て
ゐ
た
こ
と
が
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あ
る
か
、
一
兵
卒
と
し
て
、
銃
を
持
つ
て
大
陸
の
一
角
を
踏
ん
で
み
る
か
し
た

や
う
な
経
験
が
あ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
あ
ん
な
声
明
を
屢
々
発
し
て
、
外
国
の
猜

疑
を
な
だ
め
て
み
た
り
、
国
内
の
知
識
層
に
も
、
事
変
当
初
の
や
う
な
、
遠
慮

気
が
ね
は
し
な
か
つ
た
に
ち
が
ひ
な
い
。
そ
し
て
、
／
―
日
本
は
な
ぜ
戦
ふ

か
。
／
こ
の
信
念
と
、
こ
の
意
義
を
、
今
日
よ
り
も
つ
と
早
く
、
も
つ
と
強
く
、

外
国
へ
い
ふ
前
に
、
そ
れ
が
ま
だ
よ
く
わ
か
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
当
初
の
国
民
へ
、

云
つ
て
く
れ
た
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

し
か
も
、「
現
地
の
ホ
テ
ル
」
で
は
「
軍
の
い
け
な
い
点
は
い
け
な
い
と
大
声
で
論

じ
る
し
、
政
府
の
わ
る
い
と
思
ふ
と
こ
ろ
は
、
公
然
と
わ
る
い
と
云
ふ
」（
10
、
一

〇
・
一
夕
）
の
だ
と
い
う
の
だ
か
ら
、「
私
」（≒

吉
川
）
に
よ
る
政
治
へ
の
批
判
／

期
待
の
言
明
と
も
と
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
戦
争
に
つ
い
て
も
、「
支
那
が
勝
つ
と
、
あ

た
し
た
ち
、
す
ぐ
御
飯
喰
べ
ら
れ
な
く
な
る
。
う
そ
で
な
い
」
と
い
う
中
国
人
風
呂

番
の
台
詞
が
「
大
蔵
省
出
張
員
の
毛
里
田
氏
」
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
こ
と
で
、
中

国
人
民
衆
の
声0

が
そ
れ
と
し
て
拾
わ
れ
て
も
い
く
（
12
、
一
〇
・
三
夕
）。

総
じ
て
、
現
地
の
軍
関
係
者
・
報
道
関
係
者
か
ら
聞
い
た
話
や
「
私
」
の
現
地
体

験
に
く
わ
え
、
日
本
人
／
外
国
人
に
よ
る
こ
の
戦
争

0

0

0

0

の
多
面
的
な
見
方
が
、
文
学
者

「
私
」
の
認
識
を
通
し
て
集
積

－

配
列
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
が
「
迷
彩
列
車
」
な
の
だ
。

そ
う
し
た
枠
組
み
の
中
、
全
体
の
三
割
程
を
割
い
て
野
見
菊
子
を
め
ぐ
る
挿
話
が

展
開
さ
れ
る
。「
私
」
は
野
見
の
来
訪
・
相
談
を
受
け
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
「
以
下
の

話
は
、
そ
の
夜
、
野
見
菊
子
氏
か
ら
直
接
に
私
が
聞
い
た
も
の
」
と
い
う
説
明
を
伴
っ

て
示
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
事
前
承
諾
が
な
い
こ
と
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
と
い
っ

た
問
題
に
く
わ
え
、
国
際
的
な
問
題
へ
の
波
及
や
軍
の
機
密
へ
の
抵
触
可
能
性
に
配

慮
す
る
「
私
」
は
、
次
の
よ
う
な
読
解
コ
ー
ド
を
提
示
す
る
。

	

旁
々
私
は
、
ど
う
し
て
も
、
彼
女
の
将
来
の
禍
に
な
る
や
う
な
事
は
、
努
め

て
避
け
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。
そ
ん
な
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
た
と
ひ
私
が
こ
ゝ

に
書
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
彼
女
の
語
つ
た
全
部
で
あ
り
、
何
も
か
も
総
て

真
相
の
底
を
打
ち
割
つ
た
あ
け
す
け

0

0

0

0

な
報
告
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
も
言
ひ
断
れ

な
い
の
で
あ
る
。
―
云
ひ
難
い
為
に
、
多
少
、
奥
歯
に
物
の
挟
ま
つ
て
ゐ
る

や
う
な
感
じ
の
す
る
点
が
あ
る
と
し
た
ら
、
さ
う
い
ふ
四
囲
の
事
情
に
筆
者
が

囚
は
れ
て
ゐ
る
為
で
あ
る
と
し
て
、
読
者
は
諒
と
し
て
も
ら
ひ
た
い
。（
15
、
一

〇
・
七
夕
）

こ
う
し
て
、
現
地
に
い
る
書
き
手
「
私
」
か
ら
、
銃
後
の
「
読
者
」
へ
と
い
う
語

り
か
け
の
枠
組
み
自
体
が
強
調
さ
れ
た
上
で
、
野
見
の
「
報
告
」
は
示
さ
れ
て
い
く
。

テ
ク
ス
ト
結
末
ま
で
登
場
し
て
い
く
野
見
だ
が
、
夫
の
グ
ラ
ン
デ
氏
は
フ
ラ
ン
ス
人

で
「
東
洋
通
の
新ジ
ヤ
ナ
リ
ス
ト

聞
人
」、
現
在
は
「
天
津
の
仏
租
界
」
に
住
み
、「
ジ
ユ
ナ
ー
ル
紙

の
東
洋
情
報
部
」（
16
、
一
〇
・
八
夕
）
と
し
て
も
活
動
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
野
見
は
、
盧
溝
橋
事
件
以
降
の
中
国
で
、
夫
と
の
関
係
、
国
籍
、
居
住

地
な
ど
、
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
脅
か
さ
れ
て
い
く
。
端
的
に
は
、

夫
の
グ
ラ
ン
デ
氏
か
ら
「
お
ま
へ
は
、
僕
の
妻
で
あ
る
の
か
、
た
ゞ
の
日
本
の
女
で

あ
る
の
か
。
―
ど
つ
ち
な
の
だ
？
」（
20
、
一
〇
・
一
三
夕
）
と
問
わ
れ
も
す
れ

ば
、
グ
ラ
ン
デ
氏
の
ス
パ
イ
活
動
に
気
づ
い
た
後
、
自
ら
日
本
人
で
あ
る
こ
と
と
グ

ラ
ン
デ
氏
の
妻
で
あ
る
こ
と
の
矛
盾
に
引
き
裂
か
れ
て
も
い
く
。
こ
う
し
た
野
見
の

葛
藤
・
苦
境
を
通
じ
て
、
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
再
発
見
さ
れ
て
い
く
。

ま
た
、
野
見
が
乗
っ
た
汽
車
の
中
で
は
、
日
本
人
乗
客
が
こ
の
戦
争

0

0

0

0

に
つ
い
て
議

論
し
て
お
り
、
そ
の
発
言
が
野
見

－

芦
川
と
い
う
二
重
の
伝
聞
を
通
じ
て
示
さ
れ
る
。

あ
る
日
本
人
居
留
民
は
、
周
囲
の
日
本
人
に
向
け
て
次
の
よ
う
な
持
論
を
語
る
。

「〔
略
〕
―
な
ぜ
、
支
那
を
討
つ
こ
と
が
、
支
那
自
体
の
為
か
、
こ
れ
は
ソ
連

や
、
英
国
や
、
仏
蘭
西
人
に
は
わ
か
る
ま
い
が
、
わ
れ
わ
れ
に
は
信
念
な
の
だ
。

確
乎
と
し
た
正
義
な
の
だ
。
日
本
の
戦
は
、
そ
の
た
め
に
、
民
族
の
聖
戦
と
い

へ
る
の
ぢ
や
な
い
か
。
―
そ
れ
を
不
拡
大
だ
の
、
領
土
的
野
心
で
は
な
い
の

と
、
政
府
の
声
明
は
わ
れ
わ
れ
の
正
義
と
信
念
を
弱
め
る
に
し
か
役
立
ち
は
し

な
い
。
な
ぜ
皇
軍
の
信
条
を
聖
戦
の
旗
幟
を
、
も
つ
と
判
ッ
き
り
、
国
民
へ
も
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海
外
へ
も
云
つ
て
く
れ
な
い
の
か
」（
22
、
一
〇
・
一
五
夕
）

あ
る
い
は
、「
軍
が
起
つ
の
は
、
飽
ま
で
平
和
の
為
だ
、
博
い
民
族
愛
の
戦
だ
」

（
23
、
一
〇
・
一
六
夕
）
と
い
う
論
理
に
よ
っ
て
、
日
本
に
と
っ
て
の
こ
の
戦
争

0

0

0

0

の
意

義
が
語
ら
れ
て
も
い
く
。
こ
う
し
た
日
本
人
に
感
化
さ
れ
た
野
見
は
、
戻
っ
た
天
津

で
支
那
民
衆
の
抗
日
運
動
に
巻
き
こ
ま
れ
た
際
、「
―
私
は
日
本
人
で
す
。
私
は
い

つ
だ
つ
て
日
本
人
で
す
」（
26
、
一
〇
・
二
〇
夕
）
と
宣
言
し
さ
え
す
る
。

野
見
が
戻
っ
た
天
津
が
戦
火
に
見
舞
わ
れ
る
と
、
遅
れ
て
戻
っ
た
グ
ラ
ン
デ
氏
に

「
仏
蘭
西
租
界
や
英
租
界
の
中
は
い
ゝ
が
、
ほ
か
へ
は
一
歩
も
出
な
い
は
う
が
い
ゝ

ね
、
い
や
家
庭
か
ら
も
出
な
い
や
う
に
頼
む
と
し
よ
う
。
―
危
険
だ
か
ら
な
」
と

い
わ
れ
る
。
だ
が
、
野
見
は
「
ふ
と
、
軍
病
院
に
枕
を
な
ら
べ
て
ゐ
る
白
い
負
傷
兵

の
顔
」
を
思
い
浮
か
べ
、「
彼
等
の
国
に
さ
ゝ
げ
た
聖
血
の
意
義
を
考
へ
」、「
幾
た
び

も
、
租
界
の
バ
リ
ケ
ー
ド
を
越
え
、
危
険
を
冒
し
て
日
本
租
界
へ
通
つ
た
」。
そ
の
せ

い
で
、「
日
本
人
側
か
ら
は
、
仏
蘭
西
人
の
女
房
だ
、
ス
パ
イ
だ
と
云
は
れ
、
仏
租
界

に
住
む
支
那
人
の
群
か
ら
は
、
漢
奸
だ
と
白
い
眼
を
向
け
ら
れ
て
ゐ
た
」（
34
、
一

〇
・
二
九
夕
）。
以
上
が
、「
私
」
が
野
見
か
ら
聞
い
た
話
（
の
祖
述
）
で
あ
る
。

仮
に
こ
こ
ま
で
を
「
迷
彩
列
車
」
前
半
と
す
れ
ば
、
後
半
で
は
、「
私
」
の
体
験
と

思
索
が
前
面
に
お
し
だ
さ
れ
て
い
く
。
現
地
で
爆
撃
さ
れ
た
廃
墟
を
目
に
し
た
「
私
」

は
、
日
中
比
較
文
化
論
よ
ろ
し
く
、
次
の
よ
う
な
感
覚
を
抱
く
だ
ろ
う
。

（
北
支
の
土
は
今
、
戦
車
の
轍
に
踏
ま
れ
て
ゐ
る
。
だ
が
、
北
支
の
桃
は
、
何
年

か
後
に
は
、
き
つ
と
日
本
の
桃
の
ご
と
く
若
く
水
々
し
く
な
る
）

も
ち
ろ
ん
、
日
／
中
の
優
／
劣
を
自
明
の
前
提
と
し
た
こ
う
し
た
認
識
は
、
今
日

問
題
に
は
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
当
時
の
日
本
の
状
況
・「
私
」
の
立
場
か
ら
す
れ

ば
、「
戦
争
そ
の
も
の
が
、
た
ゞ
惨
な
る
も
の
と
は
思
へ
な
い
、
単
な
る
破
壊
と
は
見

ら
れ
な
い
。
／
か
へ
つ
て
そ
こ
に
、
偽
装
せ
る
平
和
な
ど
に
は
見
ら
れ
な
い
、
真
実

の
希
望
と
、
建
設
の
漲
り
き
ツ
て
ゐ
る
」（
40
、
一
一
・
五
夕
）
と
い
う
、
こ
の
戦
争

0

0

0

0

の
正
当
化
を
孕
ん
だ
信
念
が
あ
り
、「
支
那
自
体
の
為
」
を
思
っ
た
好
意
的
な
行
為
で

も
あ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
認
識
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
書
き
手
の
吉
川
同
様
、
作

中
の
「
私
」
も
、
北
平
支
局
で
「
南
口
へ
行
き
た
い
と
思
ふ
ん
で
す
が
―
今
日
に

も
」（
48
、
一
一
・
一
四
夕
）
と
支
局
長
に
希
望
を
伝
え
、
戦
場
へ
と
出
か
け
て
い
く

の
だ
。「
私
」
が
最
初
に
書
く
戦
場
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

	

ジ
イ
イ
イ
イ
ン
！
／
と
、
野
砲
が
鳴
る
。
／
丘
の
下
の
畑
や
疎
林
の
あ
ひ
だ

か
ら
ば
つ
と
砲
煙
の
立
つ
の
を
見
る
と
―
ま
だ
ジ
イ
ン
と
い
ふ
音
波
が
鼓
膜

か
ら
消
え
な
い
う
ち
に
、
私
の
頭
の
上
を
、
／
ヒ
ユ
、
ヒ
ユ
、
ヒ
ユ
、
ヒ
ユ
ツ

―
と
怪
鳥
が
喉
を
鳴
ら
し
て
行
く
や
う
に
、
そ
の
弾
は
、
虚
空
を
翔
け
て
敵

陣
へ
入
つ
て
ゆ
く
。
／
グ
ワ
ア
ツ
ン
！
―
／
と
、
い
ふ
反
響
が
、
薄
暮
の
大

行
嶺
の
山
ふ
と
こ
ろ
か
ら
谺
し
て
返
つ
て
来
た
時
、
私
た
ち
の
素
人
の
耳
は
、

今
夕
空
を
鳴
つ
て
行
つ
た
巨
弾
が
、
敵
陣
へ
届
い
た
こ
と
を
初
め
て
知
り
、
同

時
に
い
か
に
彼
等
の
肉
類
を
粉
砕
し
た
こ
と
だ
ら
う
か
と
想
像
に
描
く
。（
55
、

一
一
・
二
三
夕
）

戦
う
日
本
兵
や
傷
つ
く
中
国
兵
の
姿
が
直
接
書
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、
戦
場
に
身

を
置
い
て
も
な
お
、「
私
」
の
筆
は
間
接
的
に
し
か
こ
の
戦
争

0

0

0

0

に
ふ
れ
よ
う
と
し
な

い
。
こ
れ
は
、
銃
後
の
読
者
が
「
私
」
を
参
照
点
と
し
て
戦
場
に
徐
々
に
ふ
れ
て
い

く
た
め
の
配
慮

－

仕
掛
け
と
も
と
れ
る
し
、（
一
兵
士
で
は
な
く
）
あ
く
ま
で
従
軍

0

0

作

家
に
と
ど
ま
る
、
現
実
世
界
の
書
き
手
＝
吉
川
に
よ
る
節
度

0

0

と
も
と
れ
る
。

逆
に
、「
私
」
が
直
接
ふ
れ
て
い
く
の
は
、
死
闘
を
明
日
に
控
え
た
露
営
中
の
日
本

兵
で
あ
る
。
夜
中
、
一
人
の
兵
隊
が
タ
オ
ル
を
探
し
て
お
り
、
た
ま
た
ま
「
私
」
が

み
つ
け
て
渡
す
と
「
は
つ
、
そ
れ
で
す
！
」
と
受
け
と
り
、
寝
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、

一
連
の
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
「
私
」
は
、「
明
日
、
敵
の
中
へ
突
撃
し
て
ゆ
く
あ
の

兵
に
と
つ
て
、
あ
の
タ
オ
ル
一
本
は
、
決
し
て
私
な
ど
の
考
へ
て
ゐ
る
タ
オ
ル
一
本

の
価
値
で
は
な
い
」
と
想
到
し
、
次
の
よ
う
な
意
義
深
い
一
節
へ
と
至
る
。

	

今
の
兵
は
、
ど
こ
に
眠
つ
た
ら
う
か
。
私
は
そ
こ
ら
の
寝
顔
を
見
廻
し
た
。

星
明
り
に
見
る
兵
の
寝
顔
は
、
子
ど
も
の
や
う
に
無
心
で
あ
つ
た
。
又
、
神
の
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ご
と
く
神
々
し
い
と
思
つ
た
。〔
略
〕
天
皇
が
、
現
人
神
で
お
は
す
が
ご
と
く
、

天
皇
の
子
で
あ
る
彼
等
も
、
正
に
一
人
々
々
が
神
だ
と
思
つ
た
。（
62
、
一
二
・

一
夕
）

こ
う
し
て
、
日
本
兵
の
様
子
を
具
体
的
に
書
き
な
が
ら
、
崇
高
な
存
在
と
し
て
意

味
づ
け
て
い
く
「
迷
彩
列
車
」（
が
孕
む
意
味
作
用
）
の
方
向
性
は
、
も
は
や
自
明
で

あ
る
。
こ
う
し
た
、
い
わ
ば
作
中
の
「
私
」
お
よ
び
銃
後
の
読
者
に
対
す
る
プ
ロ
セ

ス
を
経
た
上
で
、
生
々
し
い
戦
争
か
ら
は
距
離
を
と
っ
て
き
た
テ
ク
ス
ト
が
、
つ
い

に
直
接
的
に
生
命
の
危
機
と
い
う
戦
場
の
臨
場
感
に
ふ
れ
よ
う
と
し
て
い
く
挿
話
が

展
開
さ
れ
る
。
連
載
が
残
り
五
回
と
い
う
時
機
に
、「
文
化
隊
」
の
一
員
で
あ
る
「
私
」

は
、
次
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
に
身
を
置
く
場
面
を
書
い
て
い
く
。

	

い
つ
か
ら
と
も
気
が
つ
か
な
か
つ
た
が
、
す
で
に
わ
れ
等
の
頭
上
を
越
え
て
、

味
方
の
砲
陣
か
ら
敵
へ
送
る
巨
弾
は
、
ゴ
ム
を
こ
す
ッ
て
行
く
や
う
な
烈
し
い

唸
り
を
、
絶
え
間
な
く
宇
宙
に
曳
い
て
、
ガ
ガ
ー
ン
と
い
ふ
音
響
と
、
ジ
イ
イ

ン
と
い
つ
ま
で
も
鼓
膜
に
の
こ
る
震
動
を
、
一
分
間
に
何
十
回
と
な
く
天
空
と

地
上
か
ら
吼
え
あ
ふ
や
う
に
轟
か
せ
て
ゐ
た
。（
64
、
一
二
・
三
夕
）

敵
の
砲
弾
、
銃
声
を
耳
に
し
な
が
ら
、「
私
」
は
次
の
よ
う
に
思
う
だ
ろ
う
。

	

兵
の
進
む
彼
方
、
弾
の
飛
び
行
く
彼
方
が
、
戦
だ
と
ば
か
り
思
つ
て
ゐ
た
所

が
、
い
つ
の
ま
に
か
、
自
分
の
身
が
戦
争
の
中
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
、
臆

病
な
私
の
体
は
、
自
分
で
も
腑
が
ひ
な
い
と
感
じ
る
程
、
豆
畑
の
畦
の
蔭
に
、

硬
ば
つ
て
し
ま
つ
た
。

こ
う
し
た
状
態
で
、
関
東
大
震
災
時
の
恐
怖
を
想
起
し
、
し
か
し
「
戦
争
は
、
も

つ
と
急
激
に
、
死
の
是
認
を
強
要
す
る
」
と
も
考
え
つ
つ
、「
私
」
は
恐
怖
ゆ
え
に

「
ち
や
う
ど
屈
み
腰
に
取
ッ
つ
い
て
ゐ
る
と
、
首
ま
で
隠
れ
る
ぐ
ら
ゐ
な
其
処
の
畦
か

ら
、
ど
う
し
て
も
首
が
出
せ
な
か
つ
た
」（
65
、
一
二
・
四
夕
）
の
だ
と
い
う
。

こ
れ
が
「
迷
彩
列
車
」
中
、「
私
」
が
死
に
最
も
近
接
し
た
場
面
で
あ
る
。
そ
の

後
、
テ
ク
ス
ト
結
末
の
挿
話
の
中
心
は
、
再
び
死
を
賭
し
て
戦
う
日
本
兵
に
移
る
。

赤
十
字
自
動
車
が
落
と
し
て
い
っ
た
「
一
冊
の
軍
隊
手
帖
」
を
、「
私
」
に
同
行
し
て

い
た
Ｓ
君
が
「
何
気
な
く
拾
ひ
上
げ
」（
66
、
一
二
・
五
夕
）
る
の
だ
。
す
る
と
、
そ

の
「
手
帖
の
表
紙
に
は
、
血
痕
が
つ
い
て
」
お
り
、「
乾
く
ま
も
な
い
生
々
し
い
紅
の

も
の
が
、
そ
れ
自
身
、
生
き
て
ゐ
る
も
の
ゝ
や
う
に
、
表
紙
裏
か
ら
白
い
ペ
ー
ジ
へ

流
れ
て
く
る
」。
記
載
事
項
を
確
認
し
た
「
私
」
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

	

そ
れ
に
依
つ
て
み
る
と
、
こ
の
手
帖
の
持
主
は
、
ゆ
ふ
べ
私
た
ち
と
共
に
露

営
し
て
ゐ
た
部
隊
の
兵
で
あ
る
こ
と
も
分
る
。／
あ
の
星
の
下
に
数
見
え
た
神
々

し
い
寝
顔
の
う
ち
の
何
の
兵
隊
だ
つ
た
ら
う
か
？

し
か
も
、「
私
」
は
「
こ
の
日
記
の
筆
者
は
、
こ
れ
を
誌
け
始
め
る
冒
頭
に
、
老
ひ

た
る
母
と
、
田
舎
の
兄
へ
、
遺
言
を
書
い
て
ゐ
る
」（
67
、
一
二
・
七
夕
）
こ
と
に
気

づ
く
。
こ
れ
は
文
字
通
り
、
死
を
賭
し
た
日
本
兵
＝
「
神
」
の
表
象
で
あ
る
。

最
終
回
は
、
再
び
野
見
が
登
場
し
、
先
の
手
帖
の
持
ち
主
と
浅
か
ら
ぬ
縁
が
あ
る

こ
と
が
仄
め
か
さ
れ
、「
私
」
に
同
行
し
て
い
た
Ｓ
君
が
、
報
道
戦
争

0

0

0

0

に
勝
つ
た
め
に

「
私
」
に
早
く
車
に
乗
る
よ
う
に
促
す
と
こ
ろ
で
、
テ
ク
ス
ト
は
閉
じ
ら
れ
る
。

以
上
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
天
津
に
着
い
て
以
来
の
「
私
」
は
、
支
局
周
辺
で

の
伝
聞
、
野
見
に
よ
る
租
界
の
様
相
、
自
身
で
踏
み
い
っ
た
戦
場
と
そ
こ
で
の
日
本

兵
の
言
動
、
と
こ
の
戦
争

0

0

0

0

の
様
々
な
局
面
を
、
戦
場
や
死
へ
の
距
離
を
縮
め
な
が
ら

書
き
綴
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
、
盧
溝
橋
事
件
勃
発
の
翌
月
に
北
支
に
渡

り
、
現
地
報
告
を
書
き
つ
い
だ
吉
川
に
よ
る
、
報ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ

告
文
学
第
一
弾
の
相
貌
な
の
だ
。

Ⅳ

最
後
に
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
を
総
合
し
、
本
稿
の
議
論
を
整
理
し
て
お
く
。

ま
ず
は
、「
迷
彩
列
車
」
が
同
時
代
的
に
も
ち
え
た
意
味

－

果
た
し
得
た
役
割
に
つ

い
て
、
ま
と
め
て
お
く
。
第
一
に
、
従
軍
経
験
を
も
つ
文
学
者
自
身
に
よ
る
、
ご
く

初
期
の
段
階
で
発
表
さ
れ
た
報ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ

告
文
学
だ
と
い
う
先
駆
的
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
第
二
に
、
新
聞
報
道
と
は
異
な
る
厚
み

0

0

を
も
っ
た
記
述
を
通
し
て
、
戦
場
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の
具
体
的
な
様
相
、
こ
と
日
本
兵
の
様
子
を
伝
え
る
テ
ク
ス
ト
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
第
三
と
し
て
、
戦
場
を
書
く

0

0

以
上
、
中
国
お
よ
び
中
国
人
の
具
体
相
が
書
か
れ
、

第
四
に
野
見
菊
子
を
一
例
と
し
て
、
現
地
に
住
む
日
本
人
に
と
っ
て
の
こ
の
戦
争

0

0

0

0

が

い
か
な
る
も
の
か
も
提
示
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
第
五
と
し
て
、
以
上
の
諸
点
を

含
め
、「
迷
彩
列
車
」
に
お
け
る
文
学
者
「
私
」
が
体
験
す
る
言
動
・
伝
聞
を
通
じ

て
、
こ
の
戦
争

0

0

0

0

の
意
義
が
多
角
的
に
提
示
さ
れ
る
と
同
時
に
、
連
載
を
通
じ
て
、
そ

の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
探
ら
れ

－

示
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

そ
の
意
味
で
、「
迷
彩
列
車
」
が
日
中
開
戦
後
の
ご
く
早
い
時
期
に
、
こ
の
戦
争

0

0

0

0

を

肯
定
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
体
現
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
し
に
く
い
。
た
だ
し
、
そ

れ
は
必
ず
し
も
作
家
・
作
品
レ
ベ
ル
で
の
国
策
順
応
と
の
み
捉
え
る
べ
き
も
の
で
は

な
く
、
銃
後
の
読
者
／
国
民
の
期
待
に
応
え
る
テ
ク
ス
ト
で
も
あ
っ
た
は
ず
な
の
だ
。

も
と
よ
り
、
そ
こ
に
、
同
時
代
の
文
学
者
が
社
会
的
意
義
を
果
た
そ
う
と
す
る
際
／

今こ
ん

日に
ち

日
中
戦
争
期
の
文
学
テ
ク
ス
ト
を
評
価
す
る
際
の
困
難
も
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
日
中
開
戦
後
の
文
学
場
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
た
時
、
先
駆
的
か
つ

真
面
目
な
報ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ

告
文
学
が
、
し
か
し

0

0

0

大
衆
文
学
作
家
で
あ
る
吉
川
英
治
に
よ
っ
て
書
か

れ
た
こ
と
は
、
ま
ず
も
っ
て
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
は
、

従
軍
し
て
現
地
報
告
を
寄
稿
し
て
い
た
吉
川
に
よ
っ
て
、「
北
支
戦
話
」
と
い
う
角
書

き
を
付
し
て
連
載
さ
れ
る
こ
と
で
、
戦
争
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
報ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ

告
文
学
に
お
け
る

ジ
ャ
ン
ル
を
改
め
て
問
い
直
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
単
な
る
現
実
／
虚

構
と
い
っ
た
二
分
法
に
と
ど
ま
ら
ず
、
記
録
性
／
芸
術
性
、
さ
ら
に
は
体
験
／
創
作
、

と
い
っ
た
広
い
意
味
で
昭
和
一
〇
年
代
の
戦
争
文
学
を
は
か
る

0

0

0

た
め
の
評
価
軸
が
折

り
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
種
の
議
論
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

そ
う
し
た
「
迷
彩
列
車
」
の
ジ
ャ
ン
ル
づ
け
の
難
し
さ
は
、
今
日
で
も
《
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ
風
小
説（
８
）》
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
も
明
ら
か
だ
が
、
し
か
し
、
戦
争
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
純
文
学
作
家
の
戦
争
文
学
は
書
か
れ
る
ま
で
に
時
間
を
要
し
、
速
報
的
に

書
か
れ
る
通
俗
文
学
者
の
作
品
は
際
物
に
し
か
な
ら
ず
、
報ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ

告
文
学
に
ま
で
そ
う
し

た
見
方
が
及
ん
で
い
く
日
中
開
戦
後
の
文
学
場
で
は
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
が
求
め
ら

れ
て
も
い
た
の
だ
。
た
と
え
ば
、
徳
永
直
は
「
ル
ポ
ル
タ
ア
ジ
ユ
文
学
を
！
」（『
早

稲
田
文
学
』
昭
一
三
・
一
）
で
、《
い
い
意
味
で
の
私
小
説
を
尊
重
す
る
と
共
に
、
私

は
客
観
的
な
小
説
や
、
ル
ポ
ル
タ
ア
ジ
ユ
文
学
を
護
り
た
い
》
と
い
う
立
場
を
表
明

し
た
上
で
、《
殊
に
ル
ポ
ル
タ
ア
ジ
ユ
的
な
新
形
式
の
小
説
が
生
れ
て
欲
し
い
希
望
で

い
つ
ぱ
い
だ
》（
四
頁
）
と
語
っ
て
も
い
た
。
徳
永
の
「
迷
彩
列
車
」
評
価
は
不
明
だ

が
、
従
軍
体
験
に
即
し
つ
つ
、
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
の
開
拓
に
よ
っ
て
、
こ
の
戦
争

0

0

0

0

＝

新
し
い
現
実
を
書
こ
う
と
し
た
「
北
支
戦
話　

迷
彩
列
車
」
の
企
図

－

実
践
は
、
そ

れ
自
体
と
し
て
も
、
後
の
報ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ

告
文
学
／
戦
争
文
学
を
検
討
す
る
前
提
／
試
金
石
（
の

一
つ
）
と
し
て
も
、
改
め
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
川
端
龍
子

に
よ
る
挿
絵
も
考
え
併
せ
る
べ
き
な
の
だ
が
、
そ
れ
は
他
日
の
課
題
と
す
る
。

注

（
１
）		

都
築
久
義
「
ペ
ン
部
隊
の
結
成
」（『
戦
時
下
の
文
学
者
』
和
泉
書
院
、
昭
六

〇
）、
一
五
〇

－

一
五
一
頁
。

（
２
）		

「
吉
川
英
治
自
筆
年
譜
」（
吉
川
英
明
『
吉
川
英
治
の
世
界
』
講
談
社
文
庫
、

昭
五
九
）、
一
五
七
頁
。

（
３
）		

尾
崎
秀
樹
『
伝
記　

吉
川
英
治
』（
講
談
社
文
庫
、
昭
四
九
）、
二
五
八

－

二

五
九
頁
。

（
４
）		

拙
論
「
昭
和
一
二
年
の
報ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ

告
文
学
学
言
説
―
尾
崎
士
郎
『
悲
風
千
里
』
を

視
座
と
し
て
」（『
昭
和
一
〇
年
代
の
文
学
場
を
考
え
る　

新
人
・
太
宰
治
・
戦

争
文
学
』
立
教
大
学
出
版
会
、
平
二
七
）
参
照
。

（
５
）		
拙
論
「
日
中
戦
争
開
戦
直
後
・
文
学
（
者
）
の
課
題
―
小
田
嶽
夫
「
泥

河
」・「
さ
す
ら
ひ
」」（『
昭
和
一
〇
年
代
の
文
学
場
を
考
え
る
』
前
掲
）
参
照
。

（
６
）		

こ
の
対
談
は
、
加
藤
武
雄
「
雑
誌
短
評　

十
一
月
の
娯
楽
雑
誌
〝
戦
争
一
色
〟」

（『
日
本
読
書
新
聞
』
昭
一
二
・
一
〇
・
一
五
）
で
、《
な
か
〳
〵
面
白
い
》（
一
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〇
面
）
と
評
さ
れ
た
。

（
７
）		
青
柳
ま
や
「
迷
彩
列
車
」（
志
村
有
弘
編
『
吉
川
英
治
事
典
』
勉
誠
出
版
、
平

二
八
）、
二
五
九
頁
。

（
８
）		

注
（
７
）
に
同
じ
、
二
五
八
頁
。

※�

本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
、
片
岡
元
雄
氏
（
吉
川
英
治
記
念
館
）、
國
澤
昌
史
氏
（
神

奈
川
大
学
大
学
院
修
了
生
、
修
士
）
の
お
力
添
え
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し

て
謝
意
に
か
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
な
お
、
本
研
究
はJSP

S

科
研
費 15 K02243

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
ま
つ
も
と
か
つ
や　

神
奈
川
大
学
教
授
、
日
本
学
研
究
所
特
任
研
究
員
）


